
※各施設の特性等に応じて必要事項を追加、削除等のうえ作成してください。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

6,980 7,916 6,697 6,735 7,034 6,858 6,717 7,939 6,521 7,521 6,867 8,150 85,935

6,828 8,060 6,857 6,590 7,034 6,766 7,454 7,448 8,474 8,024 7,548 8,706 89,789

102.2% 98.2% 97.7% 102.2% 100.0% 101.4% 90.1% 106.6% 77.0% 93.7% 91.0% 93.6% 95.7%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

1,104 1,170 1,035 1,088 1,023 1,003 1,039 1,179 998 1,152 1,098 1,240 13,129

1,076 1,152 964 1,002 1,019 1,027 1,200 1,112 1,385 1,190 1,129 1,246 13,502

102.6% 101.6% 107.4% 108.6% 100.4% 97.7% 86.6% 106.0% 72.1% 96.8% 97.3% 99.5% 97.2%

設置目的

施設内容

利用料金

会議室、多目的ホール、生活相談室、健康相談室、調理室、浴場、休憩場

会議室使用料：（町内）半日1,200円、全日1,800円
　　　　　　　（町外）半日1,800円、全日2,400円
入浴料：大人300円、中人150円、小人60円

令和5年度(Ｂ)

開館日

開館時間

２　指定管理者が行う業務

項　　目

会議室等：日曜日・祝日及び12月29日から1月3日以外の平日と土曜日の午前
浴場：毎月1日以外の日（但し1日が日曜日・祝日の場合は開館）

会議室等：平日は午前９時から午後５時まで、土曜日は午前９時から正午まで
浴場：午前７時から午後９時まで

業務内容

いきいき手形の利用者は年間約1300人の減少、大人の利用者が年間約2000人減少、特に冬期間が約3500
人減少となりました。

（2）利用料金収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

(Ａ)/(Ｂ)

増減要因等

（様式４）

令和６年度　指定管理者制度導入施設の管理運営状況等

施設名

指定管理者名

指定期間

老人福祉推進のため高齢者の生きがいと健康づくり

施設所管課

常盤老人福祉センター

社会福祉法人　藤崎町社会福祉協議会

令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年目）

福祉課

１　施設の概要

設置年月 根拠条例等昭和５６年２月 藤崎町老人福祉センター条例

令和6年度(Ａ)

施設の開館及び閉館、建物・設備の保守点検及び小規模修繕、使用手続き。ま
た公衆浴場としての換気、採光、照明、保温及び清潔その他入浴者の衛生及び
風紀等常に良好な状態において管理を行う。

生活健康相談、健康増進、教養講座、老人クラブの育成援助等高齢者の生きが
いと健康づくりに関する事業を行う。

３　利用状況

（1）利用実績【利用者数・利用件数・稼働率】　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、件、％）

企画運営業務

維持管理業務

令和6年度(Ａ)

令和5年度(Ｂ)

(Ａ)/(Ｂ)

増減要因等
入浴者が減少したことにより利用料も減少しています。利用者はコロナ禍から増加傾向にありますが、
特に大人の利用者減少が収入減少につながっていると考えられます。



○

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている　　　Ｂ（良）：適正である

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を要する　　　Ｄ（否）：改善や更なる取組が必要

６．成果目標達成のための努力が行
われ、成果が上がっているか。

３．施設、設備及び備品の維持管理
及び修繕が適切に行われているか。

４．緊急時の対応・安全管理などの
危機管理が適切に行われているか。

５．指定管理料が適正に執行されて
いるか。

２．利用促進に向けた取組みが適切
に行われているか。

４　収支状況

５　利用者満足度状況(アンケート調査、苦情要望等)

１　指定管理料のみ

２　指定管理料+利用料金収入

３　利用料金収入のみ

収入科目

指定管理料

利用料金

そ　の　他

合　計　（①)

財源区分
(該当する番号に○)

金額(千円)

608

支出科目 金額(千円)

11,500 維持管理費 10,731

13,215 事　業　費 15,382

そ　の　他 0

意見等の内容 対応実績等

25,323 合　計　(②) 26,113

収支差額(①－②) -790

６　評価結果

１．サービスの維持・向上に向けた
取組みが行われているか。

評　　価　　項　　目

（評価の視点）

町所管課指定管理者

自己評価

B

コメント評価

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

施設、設備が良好な状態で管理され、維持
管理業務が適正であり、利用者が快適に利
用できるような取り組みが行われている。

開館日、開館時間、接客マナー等事業計画
に掲げられた業務が適正に行われている。

地域住民や団体との交流を図り、施設及び
各種事業のPRに努め、利用促進を図ってい
る。
建物・設備の維持管理が適切にされてお
り、利用者が快適に利用できる状態が保た
れている。

事故防止、事故発生時の対応体制が確立さ
れている。

経費節減に努め、適正に執行されている。

成果目標達成のための取組が適正に行われ
ている。

個人情報の保護に対する取り組みが適正に
行われている。

B

B

【評価基準】　　　　

B

B

７．個人情報の保護

全　　体　　評　　価


